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垂直磁気記録における記録スペーシンク損失

鈴木幹夫  山本節夫  中付慶久  岩崎俊一 (剰ヒ大学電気通信研究所)
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。1. まえがき  筆者らは、すでに、垂直磁気記録における再生スペーシシク損失について報告し

た1⊃. リングヘッドでは、記繍時のスペーシングが増すと磁化モードが垂直から面内に変と〉ること

も明らかにした2)。単磁極ヘッドと二層膜媒体を組み合わせるt、ヘジドと媒体繹HWW相互作

用がスペーシング損失に顕著に影響する力乱筆者らは、比騨く簡便に微小スペ」シングを形成する

方磨翌�ｱ入しヘサブミクロンオーダーでのスペーシングが紀録再生特性に与える影響を調べた。以

下にその概要を述べる。

. 2遡 . 図1'に微小スベーシングの形成磨翌�ｦす。記録あるいは再生ヘッドを微』・角度傾

げて、主磁将軍と媒体聞;微小スペーシンク壕与える。スペーシング量は、既知の微小厚み⑩. 1

～0. 33μゆ のアクリル系樹脂皮膜を媒体表面に被着させ、予め記録再生込みの損失量を測定し、

. ヘッドを傾b:焼ときのものと比較して較正した。さらにすでに測定した再生スペーシンク損失とも

比嘱して本方磨翌ﾌ妥当性を看勧・めている。表1は、測定に用いた媒体の諸元である。媒体はテープ

状、ヘッドの主磁極厚0. 3μ繭で、記緑4. 75、再生9. 5 c;a/sで測定した6

鑑塁  '図2の●印は、2kFl置と70岬RPIの再生電圧力寵騨寺のスベーシンク'dで減少す

る様:子を示したものである。スペーシングを増すと記録し難くなり、主磁極厚程度まで離すと、記

録感度はほぼ1怖低下しへ再生出力も約1/3るこ減少す'るz》。証撃擢渡の低下‘点媒体が受ける轟磁

磁界強度が減少げるため、飽稲里住出力の低下は、記録磁界の麺助緩やがこなり、磁化幽幽｛

広力偽ためと思われる。同地には比較のため再生スペーシンク'O)影響を0印で

表1. 』 }儲元
蝶  体

δC。一CP(μm) 0. 26

Hc  (Oe) 570
H魔  (kOe) 2. 5

M3 (e闘ノcc) 710
δ。。m (μm) 0. 5

示した。半群スペーシングに対する再生電圧の減少も基本的には再生スペーシ

ングと同様であることがわかる. 

4. 考氏?，単磁極ヘッドを用いる垂直磁気記録では、ヘッドを媒体に近づけ

るほと磁気羽田互作用が強く働き、再生磁束をより強く検出できる。図2で、

再再時のスペー一一一シングに対する再生電圧の減衰曲線は、d/λ＞0. 4になると、

一54. 6・d〃dBの直線に漸近することをすでに明らかにした:)。損失係数が

d〃に対して常に一54. 6dBであることは、ヘッドと媒体め湘互作用していない

場合、媒体力・ら離れるとともに再生磁束が｝9ta関数的に減少することを意殊し

「ている。これに対して、図3は、ヘシドカ媒体に近づぐと、長波長ほど再生電

圧が54. 6d！. A(dB)で増大する傾向よりも強く検出されることを、λをパラメ

ータにして示している。これは、d〃に対して測定された再珪電圧の減衰曲線

と、d〃の大きいところでこれと接する一M. 6・d〃(dB)の直線との差から求

めたものである。低薩渡ほと媒体から生ずる磁界の分布範囲が広いから、ヘッ

ドは壮較的遠くからこれと磁気的に影響しあって再生磁束が主磁極繍こ集ま

るが、この効果はヘッドが近づくほど大きいことを示している。

 図2で、記録時のスペーシングも再生時と同様の傾向を示しているの

は、単磁匝ヘッドの記録磁界分布力9媒体が近接するほど、これとの相

互作用か強まって急唆になることを意味している。

5. むすび  単磁極ヘッドにおける記録時のスペーシングの影響につ

いての基本的な挙動が明らかになったカSこれは媒体や主磁函摸の磁気

特性や寸磨濫艪ﾈどにも依存すると思われるので、光干渉磨翌�pいるなど

して、さらに詳細に検討する予定である。
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図2. 再生電圧のスペーシング依存性
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医B. 再生電圧の減衰曲線と一54. 6・d/Rとの差
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